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補遺2   

平成16年度末の積立金の実績と   

平成11年財政再計算における将来見通しとの罪離の要因分解について  

平成16年度末の積立金の実績と平成11年財政再計算における将来見通し（平成16年改正を反映した加  

工値。以下同様。）の帝離の要因分解（帝離に対する各要因の寄与分の計算）は、以下のようにして行った。  

図表3－4－4の要因分解  

○ 平成16年度末の積立金は、平成11年度末積立金、平成12～16年度の収支残を使って、次のように表   

される。  

16年度末積立金＝11年度末積立金＋∑t＝12～．6（t年度の収支残）  

○ 収支残は、前年度末の積立金から影響を受ける「運用収入」と、前年度末の積立金からは影響を受け   

ないi－運用収入以外の収支残」に分けられる。  

収支残＝運用収入＋運用収入以外の収支残  

○ 名目運用利回りを、  

名目運用利回り＝運用収入／（前年度末積立金＋運用収入以外の収支残／2）   

として算出する。この名目運用利回りを用いると、逆に運用収入を次式から算出することができる。  

運用収入＝前年度末積立金×当年度の名目運用利回り  

＋当年度の運用収入以外の収支残×当年度の名目運用利回り／2  

0 本年度末積立金は、前年度末積立金と当年度の運用収入以外の収支残、当年度の運用収入の合計であ   

るから、この運用収入の算出式を用いると、  

本年度末積立金＝前年度末積立金×（1＋当年度の名目運用利回り）  

＋当年度の運用収入以外の収支残×（1＋当年度の名目運用利回り／2）‥・（1）   

となる。  

○ ここで、  

A。：平成n年度末の積立金  

B。：平成n年度の名目運用利回り  

C。：平成n年度の運用収入以外の収支残   

とおけば、式（1）は  

An＝An＿1×（1＋Bn）＋C。×（1＋Bn／2）・‥（2）   

と表されるが、平成11年度末積立金、平成12～16年度の各々の名目運用利回り、平成12～16年度の各々   

の運用収入以外の収支残を式（2）に繰り返し代入すると、平成16年度末積立金は以下のとおりになる。   

A16＝《〈（［A11×（1＋B12）＋C12×（1＋B12／2）］×（1＋B13）＋C13×（1＋B13／2））×（1＋B14）  

＋Cl。×（1＋B14／2）〉×（1＋B15）＋C15×（1＋B15／2））×（1＋B16）＋C16×（1＋B16／2）  

＝AllX（1＋B12）×（1＋B13）×（1＋B14）×（1＋B15）×（1＋B16）  

＋CL2×（1＋B12／2）×（1＋B13）×（1＋B14）×（1＋B15）×（1＋B16）  

＋C．3×（1＋B13／2）×（1＋B14）×（1＋B15）×（1＋B16）  

＋C14×（1＋B14／2）×（1＋B15）×（1＋B16）  
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＋C15×（1＋B15／2）火（1＋B16）＋C16×（1＋BL6／2）  

＝AllXrlt＝L2～16（1＋Bt）＋∑t＝12～16CtX（1＋Bt／2）×nu＝．．1～16（1＋Bu）・‥（3）   

All、Bn、Cn（n＝12～16）をすべて実績とすれば、式（3）は実績の平成16年度末積立金と一致する。   

また、All、Bn、Cn（n＝12～16）をすべて平成11年財政再計算における将来見通しとすれば、式（3）は   

平成11年財政再計算における平成16年度末積立金と一致する。  

○ なお、時価ベースの積立金の積立金について罪離を見る場合、時価ベースの数値が平成12～16年度の   

間の一時点以降しかない場合、その一時点（平成n年度末）において簿価から時価に積立金の評価方法を   

変更したために、時価ベースの損益が生じたとみると、時価ベースから簿価ベースを控除した差額D。   

は罪離の要因となる。時価ベースの積立金の数値があるのは、私学共済では平成13年度末以降、地共   

済は平成14年度末以降であるので、時価ベースの帝離分析において各々D13、D14についても分析する   

こととなる。評価の変更が起きない場合は、D。＝0と扱う。厚生年金、国共済（時価ベース）の積立金   

の数値は、平成11年度からあるので、厚生年金、国共済についてはD13＝D14＝0となり、私学共済に   

ついてはD14＝0、地共済についてはD13＝0となる。地共済、私学共済の時価ベースの式は次のように   

なる。  

A16＝AllXnt＝12～．6（l＋Bt）＋∑tご12～16［ctx（1＋Bt／2）＋Dt］×rl。＝t＋1～16（1＋Bu）‥・・（4）  

○ 下記①～⑫の値を簿価ベース、時価ベースごとに計算する。また、地共済、私学共済の時価ベースで   

は実際に☆、★も計算する（これ以外では、☆＝⑥、★＝⑧）。   

・主、  

A11、Bn、Cn（n＝12～16）、Dn（n＝13、14）すべてに実績を代入［平成16年度末積立金の実  

績となる］  

②～⑪、☆、★  

A11、r Bn、Cn（n＝12～16）、Dn（n＝13、14）に順次、次真の表のように、実績、平成11年財  

政再計算における将来見通しを代入  

⑫  

A11、Bn、Cn（n＝12～16）、Dn（n＝13、14）すべてに平成11年財政再計算における将来見通  

し（平成16年改正を反映した加工値）を代入［平成16年度末積立金の将来見通しとなる］  

①と⑫の差「①－⑫」が実績と平成11年財政再計算における将来見通しとの帝離である。   

①と②の違いは、式（3）において平成11年度末積立金Allとして、実績を代入するか、平成11年財  

政再計算における将来見通しを代入するか、だけの違いである（Bn、Cn（n＝12～16）［時価ベースでは、  

D。（n＝13，14）も追加。以下同様。］は①、②ともすべて実績を代入）。したがって差（①－②）は、平  

成16年度末時点の積立金の罪離（①一⑫）に対し、平成11年度末時点における積立金の将来見通しと  

の雫離が寄与した分とみなすことができる。  
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11年度以前  
の基礎的数  13年度の基礎的数値  14年度の基礎的数値  15年度の基礎的数値    16年度の基礎的数値  

値  

積立金評価  積立金評価  
16年虎夫積立金  
推計値  立金  匡】り  外の収支残    匝］り  外の収支残   への変更   匝］り  外の収支残  への変更  回り  外の収支額  回り   外の収支残   

A16  All  B12  C12  B13  C13  D13  B川  Cl■   D川   B15  
宴兵曹  妄蒜者  案緒  

C15   B18   
婁緒  

Cl‘   

〔1つ 妥結  実表音  妾緒  塞緒  実兵曹   妥結   某月藩  
（卦 推計値      将来層崩 妄緒  妄緒   

窒素曹   喜美音   芙兵曹  
し   簑緒  

壬繕  芙緒  妥結  妥結   妾緒   
実績  

過ル  将  来胃ぷ持し  更繕  募兵者   安貞曹   宝扁音   

妥結  妾緒  

②と③の違いは、式（3）の平成12年度における「名目運用利回り」B12に実績を代入するか、平成11  

年財政再計算における将来見通しを代入するかの違いである。したがって差（②－③）は、平成16年  

度末時点の積立金の帝離（①－⑫）に対し、名目運用利回りが平成12年度で将来見通しと異なったこ  

とが寄与した分とみなすことができる。同様に、差（④－⑤）は、名目運用利回りが平成13年度で将  

来見通しと異なったこと、差（☆－⑦）は平成14年度で将来見通しと異なったこと、差（★－⑨）は  

平成15年度で将来見通しと異なったこと、差（⑩－⑪）は平成16年度で将来見通しと異なったことが  

寄与した分とみなすことができる。   

③と④の違いは、平成12年度の「運用収入以外の収支残」C12に実績を代入するか、平成11年財政  

再計算における将来見通しを代入するかの違いである。したがって差（③－④）は、平成16年度末時点  

の積立金の帝離（①－⑫）に対し、運用収入以外の収支残が平成12年度で将来見通しと異なったことが  

寄与した分とみなすことができる。同様に差（⑤－⑥）は、運用収入以外の収支残が平成13年度で将来  

見通しと異なったこと、差（⑦一⑧）は平成14年度で将来見通しと異なったこと、差（⑨－⑩）は平成  

15年度で将来見通しと異なったこと、差（⑪－⑫）は平成16年度で将来見通しと異なったことが寄与  

した分とみなすことができる。   

地共済の時価ベースの差（⑧－★）、私学共済の時価ベースの差（⑥－☆）は、簿価ベースから時価ベ  

ースにしたことによる寄与分である。   

このようにして、平成16年度末時点の積立金の帝離（①－⑫）を分解したものが図表3－4－3である。  

図表3－－4－6の要因分解  

○ 名目運用利回り及び運用収入以外の収支残が将来見通しと異なったことの寄与分についてさらに要因   

分解を行うことで、平成16年度末の積立金の実績と将来見通しの罪離の分解をより細かいものにした。   

その際、経済要素に関しては、以下述べるように、名目賃金上昇率を基準に捉えることとした。  

O n年度の「名目運用利回り」Bnを次式のとおり、「被用者年金全体の名目賃金上昇率」Bbnと「実質的   

な運用利回り」Ba。に分解する。  

1＋名目運用利回り＝（1＋実質的な運用利回り）×（1＋被用者年金全体の名目賃金上昇率）  
1＋Bn＝（1＋Ban）×（1＋Bbn）‥・（5）  
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O n年度の「運用収入以外の収支残」C。は、（運用収入以外の収支残）＝（保険料収入）－（給付費等）   

と表すことができる。ここで「給付費等」とは、保険料収入から運用収入以外の収支残を控除したもの   

のことであり、給付費や基礎年金拠出金などの支出額から、運用収入及び保険料収入以外の国庫負担、   

基礎年金交付金などの収入額を控除したものである。  

○ 保険料収入は、対象としている当該制度の名目賃金上昇率に連動して変動し、「給付費等」は年金改定   

率（物価スライド率）に連動して変動するものと考えられる。  

保険料収入と当該制度の名目賃金上昇率との関係については、名目賃金上昇率が年度末における1人   

当たり標準報酬額の前年比であり、標準報酬月額の改定は通常10月分からであること等も考慮すると、   

当年度の名目賃金上昇率の半年分と前年度の名目賃金上昇率の半年分が保険料収入に織り込まれるもの   

と考えられる。   

これを確認するために、ひとつのモデルを考える。各年度末現在における1人当たりの標準報酬月額の   

比が、  

前々年度末   前年度末   当年度末   

標準報酬月額の比   1＋X   （1＋X）×（1＋Y）   

であるとし、この年度間において人数変動が起きないとする。また、標準報酬月額の改定は、毎年度10   

月に行われるものとする。  

1＋X  

6か月  6か月  6か月  6か月  

（1＋X）×（1＋Y）  

前々年度末  前年度末  

当年度中の保険料  前年度中の保険料   

当年度中の保険料収入と前年度中の保険料収入の比をpとすれば、  

（1／2）×（1＋Ⅹ）＋（1／2）×（1＋Ⅹ）×（1＋Y）   （1＋Ⅹ）×（1＋Y／2）  

1＋Ⅹ／2  （1／2）＋（1／2）×（1＋Ⅹ）  

p≒（1＋Ⅹ／2）×（1＋Y／2）   

運用収入以外の収支残の帝離分析の際には、このような半年分の調整を各被用者年金制度と被用者年金   

全体について以下のように行うこととする。  

制度の名目賃金上昇率  

＝（1＋当該制度の当年度名目賃金上昇率／2）×（1＋当該制度の前年度名目賃金上昇率／2）－1  

被用者年金全体の名目賃金上昇率：Ca。  

＝（1＋被用者年金全体の当年度名目賃金上昇率／2）  

×（1＋被用者年金全体の前年度名目賃金上昇率／2）－1  

ー150 －  

了「   



第写章◆平成11年財政再計算結果との比較  

一方、年金改定率と給付費等との関係については、年金改定（物価スライド）は通常4月分からなの   

で、年金改定率が1年分、給付費等に織り込まれるものと考えられる。  

O n年度の「制度の名目賃金上昇率が0％の場合の保険料収入」Cd。と「年金改定率が0％の場合の給   

付費等」Cenを以下のとおりとする。  

制度の名目賃金上昇率が0％の場合の保険料収入：Cd。＝保険料収入／（1＋当該制度の名目賃金上昇率）  

年金改定率が0％の場合の給付費等：Ce。＝給付費等／（1＋年金改定率）  

○ また制度の名目賃金上昇率と被用者年金制度全体の名目賃金上昇率の関係として、n年度の「制度の   

名目賃金上昇率の被用者年金全体の名目賃金上昇率に対する比率」Cb。と、「年金改定率の被用者年金全   

体の名目賃金上昇率に対する比率」Ccnを以下のとおりとする。  

制度の名目賃金上昇率の被用者年金全体の名目賃金上昇率に対する比率：Cb。  

＝（1＋当該制度の名目賃金上昇率）／（1＋被用者年金全体の名目賃金上昇率）  

年金改定率の被用者年金全体の名目賃金上昇率に対する比率：Ccn  

＝（1＋年金改定率）／（1＋被用者年金全体の名目賃金上昇率）  

○ すると、運用収入以外の収支残は、以下のように表されることになる。  

運用収入以外の収支残：C。＝保険料収入一給付費等  

＝CdnXCbnX（1＋Can）－CenXCcnX（1＋Can）‥・（6）  

○ 式（4）～（6）により、平成16年度末の積立金A16は、以下のように表されることになる。  

A16＝AllXrI．≡12～16（1＋Bt）＋∑t＝12～16［ctx（1＋Bt／2）＋Dt］×n。＝t．卜16（1＋Bu）  

＝AllXrIt＝12～16（1＋Bat）×n，＝12～16（1＋Bbt）  

＋∑t＝12～16（［cdtXCbtX（1＋Cat）－CetXCctX（1＋Cat）］  

×［1＋（1＋Bat）×（1＋Bbt）］／2＋Dt）  

×口。＝t．1～16（1＋Bau）×n。＝．．1～16（1＋Bb。）‥・（7）  

式（7）の変数A11、Ban、Bbn、Can、Cbn、Ccn、Cdn、Cen（n＝12～16）、D13、D14に実績又は将来見通   

し（平成16年改正を反映済み）の数値を次頁の表のように代入していき、推計値（1）～（27）まで計算し、   

順次差をとることにより各々の寄与を計算することができる。例えば、積立金計算の基礎的数値すべて   

に実績を入れれば、平成16年度末積立金の実績が得られる。また、積立金計算の基礎的数値すべてに将   

来見通し（平成16年改正を反映した加工値）を入れれば、平成16年度末積立金の平成11年財政再計算   

における将来見通し（平成16年改正を反映した加工値）が得られる。  

○ 図表3－4－3の作成と同じようにして、以上38個の基礎的数値を順に、実績と将来見通しを入れ替え、   

式（7）の値の差を計算することで、各基礎的数値が将来見通しと異なったことの寄与分を得ることができ   

る。  

なお、平成12～15年度の各々についてCbnとCcnは同時に入れ替え、入れ替えたときの式（7）の値の   

差を、それぞれ平成12～15年度の（運用収入以外の収支残における）「被用者年金全体の名目賃金上昇   

率以外の経済要素が将来見通しと異なったことの寄与」とした。   

同様にCdnとCenも各年度において同時に入れ替え、入れ替えたときの式（7）の値の差を、それぞれ平   

成12～15年度の（運用収入以外の収支残における）「人口要素等が将来見通しと異なったことの寄与」   

とした。  
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11年度以  12年度の基礎的数値  13年          度の基礎的    数値  何年虔の    基礎的   数値  
仰の基碓                                                       名目運用利回り算出  
的緻俵                                                       のための基礎的徴個  経済要廉  のための基礎的数値  経済要素  価方法の 変更   名昌運用利回り算出 のための基礎的数値  

各制度別  各制  
の名8文  の名  
金上昇率  金上  

被用者年  被用青年  （仲価ま更  被用者年  
金全体の  金全体の  牡べ一－ス  金全体の  

擁用有年    名F千金  被用者年     名自耳金  被用者年      ＝≡」∴  

・＝  

16年度乗積立食経書十  
値  積立金  り  上昇率  後）  比率   る比ヰ   料収入    付文等   り     上昇率   後）   比率    る比率    料収入    付責  等   積立金）   り   上昇率    後）   

A川  AH  Ba12  Bbほ  Ca12  Cbほ   CG12   Cdは    Ceほ   Bau     Bb13   Cat3   Cblユ    C（；1ュ    Cd一っ    Celユ    Dl〇   Ba川   Bb＝    Ca＝   
軍    軍  昔  軍    繕  軍    槽  睾    繍  軍    鰭   

（15）    十    輪業通じ  得業1遷しノ  得業1－通し  鳥棄1iし  線素1iし   ‘縛集1iし   招集  1暮し   糟棄11し   鶴舞  1遷し    鋼業1遷し   縛兼1iし   特集  l■し   陣棄1暮し    触  11し   超稟  1通し   線素1王じ   i ・   将来  1靂じ   特集  1逢し   

（16〉    十    得業見通し  特集1iじ  特集1遷し  得業1iし  特集九iし   縛未見遺し   1・  通し   招集1批   こ・  1■し    稗来1iし   得業先欄し   特集  崩し   得業九遷し    縛よ  1暮し   二特集  先遷し   将来九iじ   縛集1遷し   特集  先iし   鶉薫  見通し   

（1丁）  l  十    精嚢1蓋し  将来11し  得業1雇し  招集貴慮し  縛集1通し   特集1乱し   招集  1暮し   縛素見iし   招集  11し    ▲将来1通し   得業1通し   得業  崩じ   陶業九ヨ脆    得業  11し   特集  t暮し   劇稟1iし   縛集1iし   舟兼  貴通し   こ  九逢し   

特集見通し  相集1遺し  得業見通し  特集1適し  将来蒐iし   し ・   特集  規し   将来1通し   将稟  1■し    特集1通L   将来見通し   掃集規し    特集九  ■し   将来  1iし   特集  景iし   特集1欄し   特集見iし   特集  1遍し   将来  見遣し   

特集九iし  得業1iし  掲集1iし  得業見通し  樽兼よ通し   特集九丑し   特集  脱し   得業見通L   招集  1通し    ．将来1iし   特集見通し   特集  uし   特集1iし    縛よ  蒐通し   欄凛  1通し   特集見通し   縞よ九託し   特集  1▲し   将彙  九遷し   

特集1遺し  鋼業1iじ  将来見iし  絹業1遷し  縁彙1iし   得業1通し   縛棄  通し   鋼業1■し   立  1■し    鶴来1託し   ∴ ・   特集  1iし   線素1適し    縛集  1■し   得業  11し   縞集1■し   掲業1通じ   鼎集  1暮し   輪業  1遷し   

特集規し  得業1iし  掃素見iし  将来1遷し  特集1iし   得兼1遺し   招集1iし    招集よiし   特集  鳥iし    招集先王し   将来見通し   将来  通し   終業九  iし   掲棄  1通し   特集  鼻iし   鋼業1iし   特集11し   欄稟1通し    ノ＝∑  九iし   

縛棄1逢し  緑葉1iし  招集景iし  絹業1通し  将来見通し   将来見通し   持集  規し   将来見通し   持稟  見通し    特集1適し   縛素見通し   線素  1iし   将稟蒐iし    掲集  鼻適し   特集  1適し   樽兼貴通し   将来見通し   招集  兄iし   鋼業  1逢し   
（22）  言  十  1旦  特集王通し  将来見通し  将来見通し  将来見通し  将来1通L   将来見通し   将来見違し    将来見通し   将来  見通し    将来見通し   将来見通し   特集貴通し    将来九  ■二   将来  見通し   将来  見通し   特集見通し   特集1通し   招集見通し    将来  見通し   

（23）  盲  十1  直  将来見通し  特集1逢し  将露見通し  将来見通し  将来見通し   将来見通し   将来九遺し    将来見通し   将来  見通し    将来見通し   将来見通し   将来見通し    将来見  通し   将来見通し    招来見通し    将来九適し   将来見通し   将来見通し    将来九遺し   

（24）  蒼十l   価  特集鼻通し  将来1通し  将来1通し  将来1通し  特集1iし   特集見通し   招来1凛し    招来見通し   将来  見通し    絹業1通し   招来見通し   将来  貴慮し   招来見通し    将来1通し    将来  見通し   縛東見通し   絡兼1通し   将来よ通し    将来  見違し   

15年度の基礎的数値  16年度の基礎的数値   

運用収入以外の収支積善算出ナるための暮礎的七価               積立 ■方  
経済要素  ★   経済要素  のための基礎的数値  経済羊兼  人口辛素讐   

各制度別  各制度別  各制度別  
の名目1  の名自1  の名目1  
金上昇車  金上昇率  金上昇寧  
の鞭用看  （絆価文王  被用者年      の被用者  叔＝ ＝      の鞭用看  
年金全体   有年  金全   の名  目t  礁ベース  金全体の   年金全体   青年  金全   の名月1  金全体の   年金全体   青年金全   の名日t  

年金改定  鞭用著年  被用著書  
実賞的な  

川年度末積立金推計  
値  比ヰ   る比ヰ     料収入    付貴尊   積立  金）    り   上昇率   後）   比率   る比  ヰ   料収入   付t等   り   上昇事   後）   比ヰ   る比車   科収入   付一等   

A川  Cb川   CG叫    Cd川    Ce川   D川      Bats   Bbt5   Ca15   Cbt5   CG柑    Cdt5   Ce15   ＝ ＝   Bb川   Ca川   Cb川   CGt■   Cd川   Ce川   

O Dnの取扱いは図表3－4－3における場合と同様で、実際の意味を持つのは、地共済の時価ベースと私   

学共済の時価ベースのときである。  

○ 推計結果（式（7）の値）は次頁、用いた基礎的数値は161～164頁のとおりである。  
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平成16年度末積立金の推計値一覧  

厚生年金   国共済   地共済   私学共済   

兆円   億円  億円   億円  億円   億円  億円  

（1）実績  ［171．1］  87，034［88，564］  380，619［387，870］  32，102［33，079］   
（2）推計値   ［171．0］  86，800［86，011］  377，960［385，097］  32，202［33，177］   
（3）推計値   ［169．5］  85，530［85，692］  374，058［381，028］  31，760［32，739］   
（4）推計値   ［173．9］  87，720［87．879］  383，076［390，433］  32，526［33，498］   
（5）推計値   ［173．9］  87，728［87，888］  383，071［390，428］  32，525［33，497］   
（6）推計値   ［174．3］  87，705［87，864］  383，198［390，560］  32，532［33，504］   
（7）推計値   ［174．3］  85，、475［85，600］  385，238［392，689］  32，610［33，581］   
（8）推計値   ［171．7］  84，454［85，409］  381，997［389，308］  32，198［33，173］   
（9）推計値   ［176．7］  86，859［87，832］  392，293［400，047］  33，065［34，032］   

（10）推計値   ［176．6］  86，816［87，790］  392，290［400，043］  33，062［34，029］   
（11）推計値   ［176．9］  86，844［87，818］  392，484［400，246］  33，075［34，042］   
（12）推計値   ［177．4］  86，367［87，273］  392，883［400，663］  33，194［34，160］   

（☆）推計値   ［177．4］  86，367［87，273］  392，883［400，663］  33，194［33，087］   
（13）推計値   ［175．6］  84，337［85，666］  386，564［394，072］  32，561［33，272］   
（14）推計値   ［182．7］  87，676［89，048］  401，320［409，462］  33；802［34，531］   
（15）推計値   ［182．6］  87，610［88，984］  401，270［409，410］  33，799［34，527］   
（16）推計値   ［183．1］  87，841［89，216］  401，852［410，017］  33，824［34，553］   
（17）推計値   ［182．6］  87，449［88，730］  401，709［409，868］  34，017［34，749］   

（★）推計値   ［182．6］  87，449［88，730］  401，709［419，556］  34，017［34，749］   
（18）推計値   ［175．6］  85，766［86，101］  397，564［403，979］  33，577［34，160］   
（19）推計値   ［181．5］  88，549［88，890］  410，227［416，839］  34，646［35，241］   
（20）推計値   ［181．2］  88，471［88，815］  410，107［416，726］  34，638［35，234］   
（21）推計値   ［181．5］  88，686［89，029］  410，557［417，180］  34，634［35，230］   
（22）推計値   ［184．0］  88，078［88，340］  410，475［416，826］  34，940［35，492］   
（23）推計値  ［181．1］  87，050［87，163］  407，510［407，581］  34，575［34，747］   
（24）推計値   ［186．1］  89，421［89，536］  418，553［418，625］  35，512［35，686］   
（25）推計値   ［185．9］  89，361［89，479］  418，397［418，472］  35，499［35、679］   
（26）推計値   ［186．2］  89，514［89，630］  418，815［418，888］  35，539［35，716］   
（27）将来見通し  ［188．8］  89，108［89，108］  419，183［419，183］  35，947［35，947］   

注：［ ］内の数値は時価ベースのものである。  
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補遺3  

平成16年度の収支比率の実績と  

平成11年財政再計算における将来見通しとの帝離の要因分解について   

平成16年度の収支比率の実績と平成11年財政再計算における将来見通し（平成16年改正を反映した加  

工値。以下同様。）の帝離の要因分解（帝離に対する各要因の寄与分の計算）は、積立金と同様な変数を用  

いて行った。その内容を簡単に記すこととする。  

図表3－5－2の要因分解   

収支比率は、総合費用を保険料収入と運用収入の合計で除して得られる比率であり、平成n年度の収支  

比率をAn、平成n年度の総合費用をBn、平成n年度の保険料収入をCn、平成n年度の運用収入をDn  

とすれば、次の式で表される。  

An＝Bn／（Cn＋Dn）‥・（1）   

推計式（1）の変数B16，C16，D16に実績又は将来見通しの数値を次の表のように代入していき、推計値①  

～④まで計算し、順次差をとることにより各々の寄与を計算することができる。例えば、推計値①－推計  

値②は、平成16年度の総合費用の帝離の寄与分である。   

なお、推計値①は平成16年度収支比率の実績となり、推計値④は平成11年財改再計算における平成16  

年度の将来見通しとなる。  

このようにして、平成16年度時点の収支比率の帝離（①－④）を分解したものが図表3－5－2である。  

図表3－5－3の要因分解   

収支比率の因子である運用収入は、前年度末の積立金及び当年度の運用収入以外の収支残と名目運用利  

回りによって計算される。平成n年度末の積立金をE。、平成n年度の運用収入以外の収支残をGn、平成  

n年度の名目運用利回りをF。とし、名目運用利回りを前年度末積立金と当年度の運用収入以外の収支残、  

運用収入を用いて  

F。＝Dn／（E。＿1＋Gn／2）  

と定義すれば、運用収入は次の式で表される。  

D。＝（En＿1＋Gn／2）×Fn‥・（2）   

総合費用は、保険料収入、運用収入など自前財源で賄うこととなる支出であり、給付費、基礎年金拠出  

金（国庫・公経済負担分を除く）などが太宗を占める。総合費用の増減は、経済要素として年金改定率、  

人口要素として受給者数の増減による影響が主要なものであると思われる。平成n年度の総合費用の対前  

年度の増減率をRBn（＝B。／Bn＿l－1）とし、平成n年度の年金改定率Hnとそれ以外の要因に分解してみ  

ることとする。  
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㍑h。＝（1＋㍑。）／（1＋H。）－1  

と定義すれば、随hnはn年度の年金改定率が0％の場合の総合費用の増減率を表すこととなる。総合費用  

をこれらを用いて表すと次のようになる。  

B。＝B。＿1×（1＋H。）×（1＋随h。）‥・（3）   

保険料収入の増減は、経済要素として各制度別の名目賃金上昇率（年齢構成の変化による影響を除き、  

10月昇給の半年分調整後）、人口要素として被保険者数の増減による影響が主要なものであると思われる。  

平成n年度の保険料収入の対前年度の増減率をRC。（＝C。／Cn＿1－1）とし、平成n年度の各制度別の名目  

賃金上昇率Ⅰ。とそれ以外の要因に分解してみることとする。  

RCi。＝（1＋RC。）／（1＋In）－1  

と定義すれば、RCinはn年度の各制度別の名目賃金上昇率が0％の場合の保険料収入の増減率を表すこと  

となる。保険料収入をこれらを用いて表すと次のようになる。  

Cn＝＝Cn＿1×（1＋In）×（1＋RCi。）‥・（4）   

式（1）に式（．2）～（4）を代入して、収支比率を、名目運用利回り、年金改定率、名目賃金上昇率などの要因  

に分解すると以下のようになる。   

An＝B。＿1×（1＋H。）×（1＋RBhn）／［cn＿1×（1＋In）×（1＋RCin）＋（En1＋Gn／2）×Fn］  

・・・（5）   

補遺2で述べたように、積立金は、前年度末の積立金と当年度の名目運用利回り、運用収入以外の収支  

残を用いた漸化式によって表すことができる。平成n年度の運用収入以外の収支残をG。で表すと、漸化  

式は以下のようになる。  

En＝E。＿1×（1＋Fn）＋GnX（1＋Fn／2）   

この漸化式を用いて、平成15年度末積立金を表すと以下のようになる。  

E15＝EllXnt＝12～15（1＋Ft）＋∑t＝12～15［GtX（1＋Ft／2）＋Jt］×口。＝t．1～15（1＋F。）   

ただし、Jは積立金の評価方法を簿価ベースから時価ベースに変更した場合の評価損益を表し、平成13  

年度は私学共済、平成14年度は地共済において使用する。   

収支比率の要因分解の式（5）を平成11年度まで遡って繰り返し行うと、次のようになる。   

A16＝B12×Ilt＝l，～16（1＋Ht）×Ilt＝1。～16（1＋RBht）  

／［c12×rlt＝1，～16（1＋It）×Ⅲt＝．3～．6（1＋RCit）＋E11×rlt＝12～15（1＋Ft）×F16  

＋∑t＝＝12～15GtX（1＋Ft／2）×口。＝t．l～15（1＋F。）×F16＋G16×FL6／2  

＋J13×（1＋F14）×（1←F15）×F16＋J14×（1＋F15）×F16］・‥（6）   

推計式（6）の変数B12，C12，Ell；Ht，RBht，It，RCii（t＝13～16）；Ft，Gt（t＝12～16）；J13，J14  

に実績又は将来見通しの数値を次頁の表のように代入していき、推計値（1）～（30）まで計算し、順次差をと  

ることにより各々の寄与を計算することができる。例えば、推計値（1）一推計値（2）は、平成12年度の総合  

費用の帝離の寄与分である。   

なお、推計値（1）は平成16年度収支比率の実績となり、推計値（30）は平成11年財政再計算における平  

成16年度の将来見通しとなる。   

推計結果（式（6）の値）は157頁、用いた基礎的数値は161～164真のとおりである。  
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総合費用算 保険料咄入のための基礎的数胤  

12年度以   13年度  14年度  15年鹿  6年丘  12年度以     13年鹿  
前  衝  †4年度  15年虔  

各制度別  各制度別  各制  
の名目t  の名目千  の名  
金上昇率  金上昇率  金上  
（半年分綱  （半年分綱  （半年  

年金改定   年金改定   年金改定  年金改定   各制度別      豊後）が  各制度別        茸後）が  各制度別      整後）   

率が0％の  辛が0％の  率が0％の  辛が0％の  の名目1  0％の場合  の名  日賃   0％の場合  の名日干  0％の場合  
場合の総  場合の総  場合の総  場合の総  金上昇率  の保険窮  金上  昇率   の保険料  金上昇率  の保  険料  

16年度収支比率推計  
丑  串  

Atl  Hll  
‖）宰措  葵i膚  葵措  宰措  葵措  事績  美緒   
（2）  推計   『  盾  将来見通し  事績  事績  睾緒  軍鰭   
（3）  推計       将来見通し  招集九iし  実績  実績  軍事箸   
（4）  推計       将来蒐遥し  将来1層し  将来鼻通し  実績  葵緒  美さ雷   
（5）  計       将来貴慮し  将来よ遷し  将来寛iし  将来見通し  葵緒  葵播 
（6）  計   †面    将来よ層し  将来見通し  将来よ通し  将来見通し  将来見通し  宰緒   

（7）  計   価    将来膚眉虻  将来農道、し  」＝  ・  翰来1逢し  将来晃点し  翰来よ属し   
将来鼻遷し  将臭覚遷し  将兼見iし  将来′見通し  将来鼻遷し  蒋素見きじ  ’将 

価    将東上通し  将乗見通じ  将来鼻iし  翰集九通し  将来見iし  将来t属し  将 
（10）  計       将来九iし  将来九iじ  J・ ・  将薫1iじ  将来貴兄心  ・将来蒐通じ  特 
（11）  計   価    将来1層し  将来鼻層し  】縛兼1iじ  将兼1iし  専業蒐通じ  1早来1適し  将来1遷し  さ特集1通  し  将来■iし  特集  1遷し   軍緒  零緒  羊繍    羊繍  宰繍  宰  緒   
r12）  推計   『    将来1遷し  J  ・  将来1iし  将来■属し  コ縛兼1蓋じ  将来1通し  轄乗1属し  i・  し  将来見通し  将来  鼻通し   将来兄層じ  辛裏書  事績    事績  辛鰭  宰    繕   

て13）  推言十   軒  直  特集1遷し  将来見通し  将来鼻逢じ  将来一九通し  ′将来九iじ  将来見通し  将来見通し  将来鼻i  し  将来よ通し  将来  1通し   将来よiし  将来寛属し  葵績    ，実績  実績  芙    績   
（14）  推】汁       将来貴慮し  将来1通し  将来よ層し  特集鼻iし  将来見通し  将来見欄し  将来見通し  将来鼻i  し  将来九嵐し  将来  1iし   〕‥  ・  特集見通し  将来  九iし   実績  実績  葵    緒   
（15）  計       将兵鼻iし  将来鼻嘉し  将来見違じ  〕＝  ・  将来鬼iし  将来見通し  将来1適し  将来よi  

将来見i   

確    欄凛凛遷b  覇業1■し  二将来見通じ  将来九iし  特集九iし  将来見通し  料未見通し  将来九通  し  将来貴通じ  将来  11し   T将来見通し  将来1層し  欄康  見違し   将来見通し  将来見凛じ  将来  ■   

将来見通し  将兵見通じ  将来九遺し  将来九遺し  将来見遷し  将来見通し  将兼見通し  将来1逢  し  将来見通し  将来  鼻適し   将来見通じ  将来見通し  将来  見通し   将来九通し  将来貴通し  じ ・   ■   

（19）  計情      将来見通し  将来見通し  将来見通し  将来見通し  一得東泉通し  将来見通し  将来見通し  将来見通  し  将来見通し  将来見通し    将来見通し  将来見通し  将来見通し    特集見通し  将来見通し  将来見通し   

（20）  計値     将来見通し  将来見通し  将来見通し  将来見通し  将来見通し  将来見通し  将来見通し  層来見通  し  将来見通し  将来見通し    将来見通し  将来見崩し  特集見通し    将来見通し  将来見通し  将来見通し   

（21ト  責†価     将棄1iし  ：将来1通じ  温・  将来1通し  将来1通し  将来1通し  将来1通じ  将来見通  し  将来見通し  将来  1通し   将来1通し  将来鼻濾し  将来見通し    将来景屈し  将来貴慮し  将来  見通し   

r22）    喜  十l    ′将来1註し  癖嚢貴慮し  将来1iじ  椙来1iじ  将来よ層し  1将来1適し  癖未見通し  品 ・  し  将来凛属し  招集  鼻iし   将来見通し  将来1■iし  】縛来1通し    ′将来1通じ  瘍来t属し  将来  1逢し  （23）    言  十    将来見通し  将凛膚煽虻  将来よiし  将粛1通じ  将来見通し  将来見通し  将兵貴通じ  将来見通  し  将来見通し  将来見通し    将来見通し  将来見通し  将来九iし    覇業1逢し  婦来九層し  将兼  見通し   

（24）    晋  十    将来鼻通じ  J∑・  将来九1し  ′将来見通し  将来兄iじ  将来見通じ  特集見通し  将来見違  し  将来見通し  将来  九iし   将来見通し  」エ■＝ ・  将黒  ■   椙来1通し  将来見iし  将来  1逢し   

（☆）    育  十  値  将来晃iし  将来見通し  J∑ ・  稲未見逢し  持兼見通し  将来九iじ  特集鼻欄し  将兵見通  し  将来見通し  特集  1蓋し   鵡東泉通じ  将来蒐欄し  将来  1iし   将来見通し  招来鼻層し  将来よ雇し   

来鼻適し  将来1‘iし  病巣見通じ  将来見通し  将来1iし  欄虞虎遷し  特集鷺遺し  将来貫通  し  将来貴慮し  将来  1■し   将来見iし  将来見通し  将来  先iし   将来1遷し  将来見iし  特集見通し   

r25）    t十    価  将                                        （26）    計    値  爾来九iし  将来1虞心  将来t通じ  将来九iし  将来よ属し  将来よ層し  将来見iし  将来£i  し  将来見通し  将来  1iし   将来t層し  将来九riし  将来  1iし   将来1通し  将来鼻iし  将来1iし  （★）  計     価  招来通し  料兼蝿iじ  将来見通し  将来▲見通し  将来1通じ  将来九iし  将来先遷し  ■将来九i  し  将来見通じ  将来  見iし   ご・ ユ  将来粛iし  将来よ通じ    r将来鼻遺し  喝乗1雇し  ・将来  見通し   

（27）  計    値  将来鼻層し  将兼兄iし  将来，見通じ  将来鼻遷し  将来見通L  将来よ属し  将来九遷じ  覇未見通  し  J・ ・  将来  九遷し   将来1通し  将来1通し  将来  見通し   将来見通し  将来見1し  将未見通し   
（28）  計    価  将兼見iL  特集見通し  将来九遷し  特集見通し  欄乗九通し  将来見通し  将来見遷し  将未見遭  し  将来九iし  将来  粛iし   将来よ通し  将来よ遷し  欄東泉属し    将来貴慮し  将来よ欄し  招集  鼻iし   

r29）  青†    価  将来1逢し  将来1月し  将来1話し  賀来1逢し  】陪乗1遷し  将来鼻蓋し  将兵1通し  将来九逢  し  将来虞属し  将棄  1通し   翰乗1通し  将来1遷し  専業1暮し    施 ・  将来九雇し  1将兼1遷し   
（30）  葛十    価  招来1属し  縛来1通し  将来1月し  将来鼻逢し  特集1通し  将兼1通し  将来1遺し  ］ ・  し  将来1遷し  蒋兼1正し    将来見雇し  将来1■iし  将来1通し    将来よ属し  縛乗1逢し  将来1逢し  

運用収入書出のための▲礁的蝕址   

6年廣  11年度以    12年度  
前  

13年度  14年度  15年鹿  16年度  

各制度別  
の名目十  
金上昇率  
（半年分■  （‡平価変羊  （評価変更  

各制度別  後ベース  後ベース  
の名目t  積立金）－  積立金ト  
金上昇率  運用収入  運用収入     （絆應変更  運用収入      （評価変更   運用収入  運用収入  

16年廣収支比率推計  
≠  豊後）  

Al■  l柑  

（23）  喜  十価    将来九雇  し  将来見通し   将来見通し   将来見通し   将来見通し   将来見通し   宰播  葵緒    宰緒  

（☆）  計  価    将来よ層  し  将来見通し   将来見通し   将来景層し   特集見通し   将来見通し   将来見通し  将来  見通し   葵播   宰緒   葵播  葵】肝   葵緒   葵緒  葵鱈   
葵繕  葵  槽  葵播   葵緒  婁緒  

（25）  吾  十価    将来よ且  し  将来1遷し   将来見通し   招来よ通し   将来見通し   将来見通し   将来見通し  将来  見通し   将来1呈し   葵播   宰繍  葵播   宰緒   葵緒  宰j雷   

r26）  l  十価    翰兼1遷  し  j停兼1通し   特集1通し   将来鼻iし   将来貴慮し   将来見通し   将来鼻属し  将来1通し    将来見iし   将来1層し   署緒  宰播   宰鱈   軍繕  宰緒  （★）  引・情     旨・1・  し  将来貴通し   将来よ属し   ’特集九iし   将来九iし   将来1通し   将来よ属し  将来よ層し    将来見通し   将来よ層し   将来よ属し  宴緒   宰緒   事績  事績   

（27）  計  価    将来見通  ′し  将来乳量し   将来景属し   将来鼻蓋し   将来見通し   将来1遷し   将来見通し  将来見iし    将来見通し   将来鼻iし   特集見通し  特集見通し   葵貞響   美婿  実績   

（28）  吾  十価    将来鼻層  し  特集見通し   将来九iし   将来見通し   覇業見通し   将来1通し   将来見通し  将来  ■   将来見通し   将来見虞し   特集鼻層し  将来1通し   将来見通し   冥】雷  美雑   

（29）  苫  十価    将来黒鳥  し  将来見属し   将来見通し   将来見通し   将来見通し   将来見属し   将来よ通し  将来見通し    特集見逢し   将来見通し   蒋未見通し  将来よ属し   特集鼻通し   特集見通し  葵播   

（30）  計  †直    J■  ．  し  将来見iし   瀾凛文鳥し   将来見通し   将来見通し   将来見通し   将来見通し  将来見通し    将来見通し   招集見通し   将来見通し  将来鼻属し   将来鼻iし   将来見通し  将来見通し   
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第3章◆平成11年財政再計算結果との比較  

平成16年度収支比率の推計値一覧  

厚生年金   国共済   地共済   私学共済   

％   ％  ％   ％  ％   ％  ％  

（1）実績  ［113．6］  98．3［96．9］  93．5 ［80．8］  86．8［78．6］   
（2）推計値   ［117．2］  101．1［99．7］  98．7 ［85．3］  87．9［79．6］   
（3）推計値   ［118．9］  102．7［101．2］  100．2 ［86．5］  89．3 ［80．8］   
（4）推計値   ［118．9］  102．5［101．0］  102．3 ［88．3］  88．0［79．7］   
（5）推計値   ［120．6］  104．0［102．5］  103．8 ［89．7］  89．3 ［80．9］   
（6）推計値   ［119．0］  104．0［102．5］  104．9 ［90．6］  88．0［79．7］   
（7）推計値   ［121．9］  106．5［105．0］  107．4 ［92．8］  90．2［81．6］   
（8）推計値   ［122．2］  106．5［104．9］  106．2 ［91．7］  85．1［77．0］   
（9）推計値   ［124．4］  108．4［106．8］  108．1［93．4］  86．6［78ト4］   

（10）推計値   ［123．8］  108．7［107．1］  108．0 ［93．3］  86．2［78．1］   
（11）推計値   ［118．8］  110．9［109．2］  102．6 ［89．2］  83．3［75．7］   
（12）推計値   ［116．2］  109．4［107．8］  100．8 ［87．9］  82．1［74．6］   
（13）推計値   ［115．8］  108．5［107．0］  100．4 ［87．5］  82．2 ［74．7］   
（14）推計値   ［112．7］  105．6［104．1］  97．8 ［85．6］  80．7 ［73．5］   
（15）推計値   ［111．8］  105．2［103．7］  98．0 ［85．8］  80．1［73．0］   
（16）推計値   ［108．8］  101．6［100．3］  95．1［83．5］  78．7［71．8］   
（17）推計値   ［104．4］  104．3［102．8］  96．5 ［84．6］  81．9 ［74．5］   

（18）推計値  ［102．0］  101．7［100．3］  94．2 ［82．8］  80．0［72．9］   
（19）推計値   ［102．5］  101．6［100．2］  93．2 ［82．0］  80．6［73．5］   
（20）推計値   ［102．5］  101．7［100．7］  93．3 ［82．2］  80．6 ［73．4］   
（21）推計値   ［102．3］  101．5［100．4］  93．1［81．9］  80．4［73．2］   
（22）推計値   ［102．2］  101．9［100．8］  93．0 ［81．8］  80．4［73二2］   
（23）推計値   ［102．1］  101．6［100．4］  92．7－［81．3］  80．2［72．9］   
（24）推計値   ［102．0］  101．7［100．5］  92．7 ［81．3］  80．1［72．8］   

（☆）推計値   ［102．0］  101．7［100．5］  92．7 ［81．3］  80．1［73．5］   
（25）推計値   ［101．8］  101．5［100．1］  92．3 ［80．8］  79．8［72．6］   
（26）推計値   ［101．8］  101．5［100．2］  92．3 ［80．8］  79．7 ［72．5］   

（★）推計値   ［101．8］  101．5［100．2］  92．3 ［80．2］  79，7［72．5］   
（27）推計値   ［101．9］  101．3［100．2］  91．9 ［80．4］  79．4［72．2］   
（28）推計値   ［101．7］  101．4［100．3］  91．9 ［80．4］  79．3［72．1］   
（29）推計値   ［94．9］  92．1［92．1］  77．6 ［77．6］  68．9［68．8］   
（30）将来見通し  ［94．8］  92．2［92．2］  77．6 ［77．6］  68．8［68．8］   

注：［］内の数値は時価ベースのものである。  
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